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「かさおかブランドIの取り組みについて

はじめに

全国各地で現在、「地域ブランド」が多く立ち上げられている。岡山県でも

倉敷市が平成18年度から「倉敷ブランド」を立ち上げ地域活性化に取り

組んでいる。そこで平成20年度より岡山県笠岡市では「かさおかブランド」1

を立ち上げ、地域を活性化しようとしている。

今回の論文はこの笠岡市で地域ブランドを立ち上げた経緯、内容について

述べ　地域ブランドとは何かを考えてみたい。

第1章　全国の地域ブランドについて

1－1　地域ブランドとは

現在、地方自治体による様々な地域ブランドの取り組みがなされている。

ここで地域ブランドの定義について述べてみたい。独立行政法人中小企業基

盤整備機構の「地域ブランドマニュアル」では、地域ブランドとは「地域の

特長を生かした『商品ブランド』と、その地域イメージを構成する『地域そ

のもののブランド』とがある」とし、「この地域の商品と、地域の魅力とが互

いに好影響をもたらしながら、よいイメージ評判を形成している場合を『地

域ブランド』と呼ぶ」と定義している2。

1－2　地域ブランドの目的

田中（2005）3によると地域ブランドには3つの視点が必要であるといわれ

る。①「消費者の視点」：消費者からの信頼や評価を高めて、競争に勝ち残る

もの、②「商品としての視点」‥地域の魅力を商品の付加価値として活用し、

1「かさおかブランド」は当初「笠岡ブランド」と称していたが、最終的に「かさおかブランド」と

称することになったため、以降「かさおかブランド」に統一する

2独立行政法人中小企業基盤整備機構「地域ブランドマニュアル」

3田中章雄（2005）「「地域ブランド」成功の条件」（地域ブランドフォーラムinとやま資料）
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競争を優位にするもの、③「地域や住民の視点」：地域の魅力を高めて、人口

増加や地域経済活性化につなげるもの、である。

そしてこの地域ブランドの3つの視点から、地域活性化に結びつく3つの

視点がこれに重なってくる。①地域の魅力アップ＝「消費者としての視点」：

地域に対する評価の向上（資金や企業、人口の流入）を目指すもの、②地域

経済の発展＝「商品としての視点」：地域の商品の販売拡大（地域産業の発展）

を目指すもの、③住民の満足度向上＝「地域や住民の視点I：住みやすさや生

活向上（地域の豊かさの向上）を目指すもの、である。

また牧瀬・板谷（2008）によると、地域ブランドの目的は「地方自治体は

都市間競争に勝ち抜くため、地域をブランド化するという「手段」により、

地方自治体外から住民や企業などを獲得することである」、さらに「地方自治

体が地域ブランドに取り組むことにより、既存の住民や企業などが地方自治

体に愛着心や誇りをもらうことで、住民や企業などの流出の阻止につなげる

ことも「目的」である」と言っている。4

1－3　地域ブランドの取り組みが多くなる理由

このように多くの地方自治体は地域ブランドに取り組んでいるが　下記の

ような理由も考えれるのではないだろうか。

まず、地方自治体の辛戊の大合併である。合併が進められた結果、平成12

年4月1日に3229市町村であったものが、平成20年4月1日には1788

市町村となった5。新しい市町村では　郷土愛を推進するものとして活用して

いると言える。

さらに、法整備や支援策が進んできたことも挙げられる。平成18年4月

に「商標法」の一部改正による「地域団体商標制度」が始まった結果、平成

4牧瀬稔・板谷和也（2008）『地域魅力を高める「地域ブランド」戦略』東京法令

5牧瀬稔・板谷和也（2008）『地域魅力を高める「地域ブランド）戦略』東京法令
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20年6月末時点での地域団体商標の出願件数は819件に達している6。平成

19年6月にはi中小企業地域資源活用促進法」が施行され、「地域資源活性

化プログラム」（地域の農林水産物、鉱工業品やその生産技術、観光資源を地

域資源として認定、中小企業がこれらの地域資源を活用して行う事業を支援

するもの）が実施された。さらには　rJAPANブランド育成支援事業」「地

域資源∞全国展開支援事業」「農商I連携」などの支援策も実施されているなど

多くの事業が取り組まれている。

第2章　倉敷ブランドと若狭おばまブランドについて

倉敷ブランドと若狭おばまブランドの2つば　かさおかブランドを選定す

る上で参考にしたブランドである。それぞれのブランドの方式は異なってお

り、倉敷ブランドは特定の生産者が作った商品、農産物を認定する方式、若

狭おばまブランドは地域の素材・製法・技術・商法等を使った商品を認定し、

生産者は基準に合えば誰でも良いという方式である。

2－1　倉敷ブランド

倉敷ブランドは、平成18年度から募集を始め、初年度は計57件の申請の

中から26件が選定された。平成19年度には5件が選定され、現在は31件

となっている。しかし、平成20年4月に市長が交代したのを機に見直しが

なされ、平成23年12月末で廃止の方針となった。

4つの分野に分かれており、①倉敷の大地が生んだ食材：「連島れんこん」

（倉敷かさや農業協同組合）など7件、②倉敷じまんの味：「むらすずめ」（橘

香堂）など7件、③メイド・イン倉敷：「オーダージーンズ」（ベティスミス）

など11件、④歴史を伝える倉敷の街並み：「倉敷アイビースクエア」などの

6牧瀬稔・板谷和也（2008）地域魅力を高める「地域ブランド」戦略』東京法令
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6件、である7。

〈認定基準〉

認定基準は以下の3つである。

①倉敷らしさ：倉敷の恵まれた風土と歴史に育まれた倉敷ならではの魅力

あるもの、②独自性：他に類を見ない独自のもの、又は類似のものに対して

優位を主張できるもの、③信頼性‥質の高さを維持・向上するための裏づけ

があり、信頼性を確保できるもの、である。

図表1倉敷ブランドのロゴマーク

金　金
品閥結晶

出典：倉敷市HP ht巾：／／kbrand．city．kurashiki．0kayama．jL）／

2－2　若狭おばまブランド

若狭おばまブランドは平成18年度に募集を開始し、若狭かれい、若狭塗箸、

矢田部（やたべ）ねぎの3つの若狭ものを認定した8。

〈認証基準〉必須以外はいずれかに該当すればよい。

認証基準は下記のようである。

A）独自の素材・資源に関する基準

①若狭ものの魅力をアピールする若狭おばまブランドの理念に合致するもの。

7倉敷市HP http／／k－bralld．elt〉′k＝raShlki．0kayamaJl）／

8小浜市HP http・／／WWA▼lclt）′C庇mlafLll乱11．JD／＼lrakasamOllC）／
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（必須）、②若狭おばまならではの製法・技術等を用いたもの、③名称・意匠・

材料が若狭おばまにちなむもの、④他地域に対し優位性・独自性を打出せるも

の、⑤他の特許品・登録品の模造品でないこと（必須）、である。

B）産地に関する基準

①市内で生産・製造・加工されたもので　最終消費者が使用するもの、②市内

で生産された一次産品のうち、最終消費者が使用するまでに何らかの加工を

必要とするが、加工により本質的に変化しないものである。

C）品質に関する基準

①意匠・技術・色彩・包装・品質等が優良なこと、②商品の特性に応じた適正な生

産・製造・流通体制が整えられているもの、③業界での製造基準・表示義務を

満たしているもの（必須）、④製造・販売について、法令による許可・認可が

必要なものは、当該許可・認可を得ていること（必須）、⑤食品衛生法・計量法

・不当景品類及び不当表示防止法・観光土産品の表示に関する公正競争規約等

の関係法令に違反しないこと（必須）

図表2　若狭おばまブランドマーク

出典：小浜市HP http：／／wwWl．city．0bama．fukui．jp／wakasamono／
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第3章　かさおかブランドについて

3－1かさおかブランド以前の取り組み～内海（ないかい）のたゆたい～

岡山県笠岡市は岡山県西部にあり広島県福山市に隣接する人口5万5千

人の町である。笠岡市では　平成12年度に地域ブランド「内海（ないかい）

のたゆたい」を創出して地域活性化を行ったことがある。笠岡商工会議所と

笠岡市が共同で平成12年度地域ブランド創出事業）を活用して行ったもので、

笠岡のお土産品を募集、22品を選定している。

商品の一例を挙げると「いちじくの抹茶ようかん」「白石島とろける昆布」

「北木石のひきうす」などであり、募集した商品の中から選定したため、消費

者が買いたいものがなかったように感じられる。この事業は現在も続いてい

るものの、美味しい食べ物や商品を主体にしたもので、地域活性に成功した

とは言えないものであった。

図表3「内海のたゆたい」募集

五誘う霜詰、）
こo主義1劃韻こする拭く8づとでも筆書や常吉〇年翰紙質I毒

銅高相膳綿的、登瀧できき、やら4和船イメーrgで

繊・嵐，－態 ��：∴∴　　　　∴∴ 

∴∵∴∴与 　る ��ﾈ�������H�ｸ�h�b���������
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蜜轟 ���7蝎5�� ��　＝鰭競 ∴∴ 
↓ジ械 � ���6ｨ�������

語録i ��r� 僵��ﾈ����ﾜ��
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出典：笠岡市HP http：／／www．ppj．gr．jp／before／kasa。ka・htm1
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3－2　かさおかブランド認定への取り組み内容

ここで平成20年度かさおかブランドの取り組みについて、ブランド認定

検討委員会の発足から募集、検討、決定という一連の流れについて述べてみ

たい。

図表6　かさおかブランド取り組みスケジュール

かさおかブランドは足裏東

国＿＿些空言言可

10月　第2次審査

（プレゼンテーション）

1月　かさおかブランド認定品発表会
“認定証の授与
・啓発物品（のぼりなど）提供

かさおかブランド書庫事葉

5月～12月

かさおかブランド育成会議
・関係者の意見聴取
“重点的育成品目の選定作業

・「内海のたゆたい」の再検討

1月　重点的育成品目の決定

臆臆鵜 ��

≡羅 �(ﾈ��X*�+8*�*�7X8�986��h7�987H8ﾈ6(6yJﾘﾗ2�� ��

のPR トでの紹介“販売 での販売 ノド認定品の公募 定例意見交換会の開催 ��臆 88 る戦略A SSSSS ンド育 ンド青 の開催 ��2�

関係者によ 
‾～γ 細L 三一一一二二 十∴ 倡9>�,ﾈ487�92�

全国の物産 かさおかブラ � かさおかプラ 劈冾ﾌ仕掛けづくり 成セミナーの開催 

かさおかブラ 

認定業者間 アンテナ・ショ 刳ﾖ連イベント 

臆臆漢 ップでの販売 鵜喜音音 F”コ － 

出典：笠岡ブランド認定検討委員会
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まず平成19年11月からiかさおかブランド認定検討委員会」設置要綱を

定めて、今後のかさおかブランドに取り組む委員会を招集した。その後、平

成20年度は下記のように平成20年1月から12月まで9回の委員会を開催

し、かさおかブランドの概要・対象範囲・認定方法・認定基準・ロゴマーク・

審査方法等の決定を行った。その後申請者のプレゼンテーションや認定審査

を経て、かさおかブランドを決定した。

図表7　平成20年度かさおかブランド認定スケジュール一覧表

日　時 ��内　容 

平成19年11月14日 ��X檠whﾖ｢�かさおかブランド認定検討委員会設置要綱を定める 

平成20年1月29日 ��c���効醜橙�・委員（9名）委嘱 ・かさおかブランドの概略協議、内海のたゆたいとの関係、かさおかプ 
ランド対商品の枠組み、今後の予定 

平成20年2月22日 ��c(��効醜橙�認定制度の認定方式、認定の対象とするもの 

平成20年3月25日 ��c8��効醜橙�かさおかブランドの概要、対象範囲、認定方法、認定基準について 

平成20年4月28日 ��cH��効醜橙�かさおかブランドの最終確認、ロゴマーク協議、認定基準の決定、市長 への報告 

平成20年6月25日～ 平成20年7月31日 �饋X�9WB�かさおかブランド応募受付（「広報かさおか6月号」へ募集記事を掲載） 

平成20年7月29日 ��cX��効醜橙�審査方法について協議（応募件数が7件のため全員から説明を受ける ことを確認） 

平成20年10月7日 ��ch��効醜橙�7名の申請者によるプレゼンテーション（各30分）、質疑応答、審査総評 

平成20年10月17日 ��cx��効醜橙�第1回かさおかブランド認定審査会（各申請品についての意見・貸間） 

平成20年11月5日 ��c亜�効醜橙�第2回かさおかブランド認定審査会（申請品に対する意見・質問の回答 報告、最終審査） 

平成20年12月17日 ��c弌�効醜橙�第3回かさおかブランド認定審査会（最終確認、認定3件決定） 

平成21年1月16日 倡9+y_�ﾙ��市長へ認定検討委員会結果報告を行う 

平成21年1月30日 僖i.委�WH��認定書の交付式 

平成21年2月 價ﾙUﾂ�「広報かさおか2月号」に発表 

出典：著者作成
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3－3　かさおかブランドの内容

かさおかブランドの認定基準と事業内容をみてみたい。

（1）認定基準

≪かさおかブランド認定基準≫

①笠岡らしさ

1）笠岡の恵まれた環境と風土に育まれた笠岡独自のもの、2）生産、製造等に

笠岡の風上や素材等が活用されている、3）笠岡ならではの製法・技術・商法

等を用いている、4）笠岡が連想される取り組みやエピソードがある、5）笠岡

市民に支持されている。また、反応が良好である

②独自性

1）他地域または類似商品に対して優位性、独自性を打ち出せる要素を持って

いるもの、2）晶質、形状、味、色などの品質特性（こだわり）が他産地品や

類似品より優れている、3）観光誘客の促進につながる見込みがある、4）他の

特許品または登録畠の模造品でない

③信頼性・安全性

1）質の高さを維持・向上するための対策を行ない、信頼性を確保できるもの、2）

産品の特性に応じた適正な生産、製造、流通体制が整備されている、3）業界

での製造基準、表示義務を満たしている、4）食品衛生法、計量法、不当景品

類及び不当表示防止法、家庭用品品質表示法、JAS法、及び工業標準化法

などの関係法令を遵守している、5）消費者の苦情や問合わせに対応する体制

が整備されている、6）環境に配慮した取り組みがなされている、7）品種、生産、

出荷技術、等級基準等の品質規格が統一されている

④継続性

1）消費者の需要に適切に対応できること、2）生産の継続性が認められる
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⑤積極性

1）商品開発や改良、販路の拡大に積極性があるもの、2）「かさおかブランド」

として販売及びPRすることを通じて‘‘笠岡市’’の名を全国発信する強い意

志が感じられる、3）かさおかブランドの趣旨を深く理解し、関連事業・行事

に積極的に参加する意思が感じられる

（2）認定事業と育成事業

認定基準により「かさおかブランドIが決定したが、これは倉敷ブランド

と同じで、特定の生産者が作った商品、農産物を認定する方式である。しか

しこの方式では「内海のたゆたい」と区別がつかないという委員からの意見

があり、新たに育成事業を加えた。認定にはならなかった商品でも今後育成

事業に変更し、かさおかブランドとして育てていこうというものである。し

かしながら、育成事業については　重点育成品目が決定できなかった。この

点は今後の課題である。

認定をした後のフォロー事業としてば　市内のイベントでの紹介・販売、全

国物産展への出展、販路の構築などを予定している。
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図表4　かさおかブランド認定事業と育成事業

出典：笠岡ブランド認定検討委員会
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（3）かさおかブランドマーク

かさおかブランドマークは、下記のようにカブトガニをイメージしたもの

となった。今後この認証マークを商品につけて販売をするものである。

図表5　かさおかブランドマーク

出典：笠岡ブランド認定検討委員会

3－4かさおかブランドの決定

平成20年度かさおかブランドの申請者は7件であり、蕃杏委員会では多

くの意見が出たが、結果として図表8の笠岡市の特産品である「北木石」、「親

子かぶとがにまんじゅう」、そして「瀬l国ど真ん中のり（味付け海嵩）」の

図表8　かさおかブランド決定品

北木石　　　　　　瀬戸内ど真ん中のり　　　　親子かぶとがに

（鶴田石材㈱）　　　（せのお水産）　　　　まんじゅう
（㈱王制軒）

Lli典：笠岡「直IP httl）：／／WrWW．City．kasaoka．okayama．jD／0046／0006．htm1
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図表9　かさおかブランド審査結果　一覧表

もヽさお力ヽブ〃プンド○○宣後富農

Mo、 ��ｸ�ｸ*ｹkﾈｶ�-�ﾝy]���*ｲ�t重の9番と〇g 劔 
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讐定不可 劔 

」 ��管定 劔 

継足不可 劔 

「，∴1日同工∵色 

－　∴ 

管定 劔 

言i鼻、’∴ 日子 　∴∴： 豫y.曳ｸ�"�� ��瑠竹＼点 �� 

る二11）イ 

出典：笠岡ブランド認定検討委員会

3件がかさおかブランドとして認定された。他の4件は　焼き菓子（笠岡市

の木　いちょうを摸したクッキー）、笠岡の魚（笠岡港で水揚げした魚）、コー

ヒー豆、紫萌豆（笠岡湾干拓地で栽培された落花生）であるが、もう少しの

ところで認定されなかった。審査委員会の意見をまとまめたものが図表9で

ある。

3－5　今後のかさおかブランドの方向性・取り組みについて

今回は、7件の応募があり3件の認定となったが、倉敷ブランドと比較す

れば応募も認定もかなり少ない件数であった。そして平成21年度も応募受

付を行っているが、応募状況は少ない。

原因として、①応募者に対する周知をしているが理解がなかなか進まない
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こと、②今までの内海のたゆたいとの区別がつかないこと、③育成事業の取

り組みが行われていないことなどが挙げられるのではないだろうか。

平成21年度は、これらの課題点を克服すべく、認定基準を理解しやすい

ように改定をしている。さらに育成事業では笠岡青年会議所や笠岡商工会議

所と共同で笠岡ラーメンの取り組みも行っているところである。

おわりに

地域ブランドは地域振興という観点から各自治体が取り組んでいるが、認

定をしただけで終わっているケースもあるのではないだろうか。さらに、地

域ブランドには①消費者の視点、②商品としての視点、③地域や住民の視点

が必要であると言われているが、商品の視点で終わっているものも多いと考

える。

今回取り上げたかさおかブランドは　申請数や認定数が少なく、今後のブ

ランドの発展には厳しいものがあると言える。さらに育成事業では現在実績

がないため、今回認定にならなかった商品や笠岡ラーメン、さらには他のい

ろいろな商品について検討していく必要があると考える。

笠岡市には他市にはない魅力的な資源がたくさんあり、それを発掘し、育

て上げ　地域活性化に結び付けていかなければならない。今後、かさおかブ

ランドも認定をしただけで終わらないように、3つの視点を重視したブラン

ド化に向けて取り組まなければならないと考える。
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